
多
摩
自
治
研
の
皆
さ
ま
、
新
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
問
題
を
め

ぐ
っ
て
、
日
米
両
政
府
に
対
抗
す
る
翁
長
沖

縄
県
知
事
と
県
民
一
丸
と
な
っ
た
重
大
な
闘

い
の
節
目
と
な
り
、
憲
法
と
地
方
自
治
の
真

価
が
問
わ
れ
る
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

昨
年
、
安
倍
政
権
は
安
保
法
制
（
戦
争
法
）

を
国
民
の
反
対
の
声
を
押
し
切
っ
て
強
行
採

決
を
し
ま
し
た
。

こ
こ
沖
縄
で
は
、
圧
倒
的
な
民
意
に
支
え

ら
れ
た
翁
長
知
事
が
二
〇
一
五
年
一
〇
月
一

三
日
辺
野
古
埋
め
立
て
承
認
の
取
り
消
し
を

行
い
ま
し
た
。
国
は
こ
れ
に
対
し
て
、
翌
一

四
日
そ
の
権
力
を
む
き
出
し
に
し
て
、
防
衛

局
が
行
政
不
服
審
査
法
を
用
い
て
私
人
に
な

り
す
ま
し
不
服
申
し
立
て
を
行
い
、
同
じ
国

（
国
交
相
）
が
「
県
知
事
の
埋
め
立
て
承
認

の
取
り
消
し
」
の
効
力
を
停
止
す
る
決
定
を

行
っ
た
の
で
す
。
埋
め
立
て
本
体
工
事
は
そ

の
翌
々
日
か
ら
、
県
の
工
事
中
断
の
要
請
を

も
無
視
し
て
強
行
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
政
府
は
、
一
一
月
一
七
日
県
知
事

の
権
限
を
奪
う
た
め
の
「
承
認
取
り
消
し
」

を
無
効
と
す
る
た
め
の
代
執
行
訴
訟
に
踏
み
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切
り
ま
し
た
。

沖
縄
県
翁
長
知
事
は
近
く
、
国
交
相
が
行
っ

た
知
事
の
承
認
取
り
消
し
を
執
行
停
止
し
た

行
為
を
違
法
と
し
て
、
そ
の
取
り
消
し
を
求

め
る
抗
告
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

こ
の
国
と
県
の
法
廷
闘
争
は
、
憲
法
と
地

方
自
治
を
正
面
か
ら
争
う
こ
と
に
な
り
、
戦

後
七
〇
年
に
わ
た
っ
て
、
米
軍
基
地
に
よ
る

県
民
の
犠
牲
と
苦
悩
、
差
別
的
な
扱
い
に
抗

し
、
「
新
基
地
建
設
ノ
―
」
と
い
う
民
主
主

義
の
体
現
求
め
る
沖
縄
県
民
の
誇
り
と
尊
厳

を
か
け
た
闘
い
の
重
要
な
局
面
に
な
っ
て
い

ま
す
。

翁
長
知
事
は
一
二
月
二
日
代
執
行
訴
訟
の

第
一
回
口
頭
弁
論
で
の
意
見
陳
述
を
行
い

「
歴
史
的
に
も
現
在
に
お
い
て
も
沖
縄
県
民

は
自
由
・
平
等
・
人
権
・
自
己
決
定
権
を
な

い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
」
き
た
こ
と
が
「
魂
の

飢
餓
感
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
日
本
に
は
本

当
に
地
方
自
治
や
民
主
主
義
は
存
在
す
る
の

で
し
ょ
う
か
、
国
民
の
皆
さ
ま
す
べ
て
に
問

い
か
け
た
い
」
と
力
強
く
よ
び
か
け
「
沖
縄
、

そ
し
て
日
本
の
未
来
を
切
り
拓
く
判
断
を
」

求
め
た
の
で
す
。
翁
長
知
事
を
支
え
て
い
こ

う
と
高
裁
那
覇
支
部
前
公
園
に
は
二
千
人
の

県
民
が
結
集
し
ま
し
た
。

一
二
月
一
〇
日
翁
長
知
事
就
任
一
年
を
迎

え
ま
し
た
。

「
沖
縄
現
代
史
の
分
水
嶺
に
た
っ
て
い
る
と
、

強
く
感
じ
た
一
年
だ
っ
た
。
」
（
沖
縄
タ
イ

ム
ス
社
説
）

と
の
思
い
は
多
く
の
県
民
が
感
じ
取
っ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

安
倍
政
権
に
よ
る
国
民
を
無
視
し
た
安
保

法
制
（
戦
争
法
）
の
強
行
採
決
に
立
憲
主
義

と
民
主
主
義
の
危
機
感
を
感
じ
、
連
日
国
会

を
包
囲
し
た
か
っ
て
な
い
人
々
の
怒
り
と
闘

い
。沖

縄
の
民
意
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
、
差

別
的
な
新
基
地
建
設
を
強
権
的
に
進
め
る
安

倍
政
権
の
横
暴
、
法
的
な
根
拠
を
不
適
法
に

使
い
ま
わ
し
国
の
ご
都
合
主
義
に
よ
っ
て
、

憲
法
や
地
方
自
治
を
踏
み
に
じ
る
法
治
国
家

が
あ
り
得
る
で
し
ょ
う
か
。

新
年
は
じ
め
か
ら
、
安
倍
政
権
と
翁
長
県

知
事
・
県
民
の
攻
防
は
続
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。県

民
は
こ
れ
ま
で
の
島
ぐ
る
み
の
闘
い
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
さ
る
一
二
月
二

四
日
に
は
「
「
辺
野
古
新
基
地
を
造
ら
せ
な

い
オ
ー
ル
沖
縄
会
議
」
を
発
足
し
ま
し
た
。

設
立
趣
意
書
で
は
、
「
建
白
書
の
精
神
を

基
軸
に
、
翁
長
知
事
を
支
え
、
県
民
を
鼓
舞

し
辺
野
古
現
地
の
闘
い
を
大
き
な
輪
で
包
ん

で
い
く
。
」
そ
し
て
県
の
法
廷
闘
争
の
県
民

あ
げ
て
の
支
援
体
制
の
構
築
、
全
国
の
理
解

と
支
援
、
国
際
的
な
理
解
拡
大
な
ど
の
活
動

を
強
化
、
宜
野
湾
市
長
選
挙
、
県
議
選
挙
、

参
議
員
選
挙
の
課
題
で
、
選
挙
勝
利
に
向
け

連
携
を
図
っ
て
い
く
。
県
民
の
英
知
を
結
集

し
よ
う
！
と
よ
び
か
け
て
い
ま
す
。

島
ぐ
る
み
、
沖
縄
県
民
総
ぐ
る
み
、

沖
縄
の
未
来
は

沖
縄
が
拓
く
。

子
や
孫
の
た
め
に

誇
り
と
尊
厳
を
守
り
ぬ
く
。

こ
の
島
の
未
来
を
拓
く
た
め

う
ま
ん
ち
ゅ
の
英
知
を
結
集
し

翁
長
知
事
を
支
え
て
い
こ
う
。

（
大
会
よ
び
か
け
よ
り
）
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報
告
を
お
願
い
し
た
奥
多
摩
町
議
員
の
師
岡
さ

ん
が
選
挙
直
後
で
日
程
が
合
わ
な
か
っ
た
た
め
、

ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
と
し
て
財
政
研
代
表
の
大
和
田

さ
ん
が
「
奥
多
摩
町
の
概
況
」
な
ど
を
語
り
ま
し

た
。
な
お
、
本
番
の
師
岡
さ
ん
の
報
告
は
、
年
明

け
二
月
六
日
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

奥
多
摩
町
は
東
京
都
の
面
積
の
一
〇
分
の
一
ほ
ど

と
な
る
二
二
五
・
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
広
大

な
面
積
を
有
し
、
人
口
は
平
成
二
二
年
国
勢
調
査

で
六
〇
四
五
人
、
住
基
人
口
で
は
平
成
二
六
年
一

月
一
日
が
五
六
五
八
人
、
平
成
二
七
年
一
月
一
日

が
五
五
一
一
人
で
す
。

ピ
ー
ク
時
の
人
口
は
昭
和
三
〇
年
に
一
五
五
九

四
人
で
し
た
の
で
、
今
で
は
三
分
の
一
近
く
に
減

少
し
過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
、
い
わ
ゆ
る
「
消

滅
可
能
性
都
市
」
に
も
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

年
齢
別
人
口
の
総
人
口
に
占
め
る
割
合
を
見
る
と
、

平
成
二
六
年
一
月
一
日
は
「
〇
歳
～
一
四
歳
の
年

少
人
口
が
六
・
三
三
％
で
、
多
摩
地
域
の
平
均
一

二
・
八
三
％
の
半
分
で
す
。
「
一
五
歳
～
六
四
歳

の
生
産
年
齢
人
口
」
は
四
八
・
八
二
％
で
、
多
摩

地
域
平
均
は
六
四
・
五
六
％
で
す
。
そ
し
て
「
六

五
歳
以
上
の
老
年
人
口
」
は
四
四
・
八
五
％
で
、

多
摩
地
域
平
均
二
二
・
六
一
％
の
二
倍
に
な
っ
て

い
ま
す
。

奥
多
摩
町
の
昭
和
三
五
年
か
ら
平
成
二
二
年
に

か
け
て
の
「
〇
歳
～
一
四
歳
」
人
口
の
減
少
率
は

八
八
・
九
％
に
も
な
り
、
平
成
二
六
年
の
年
間
出

生
数
は
一
五
人
で
し
た
（
死
亡
は
一
九
五
人
）
。

こ
う
し
た
年
齢
別
人
口
構
成
の
歪
み
は
、
若
い

人
が
住
み
に
く
い
、
流
出
し
や
す
い
環
境
を
示
し

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

奥
多
摩
町
で
は
一
九
七
〇
年
代
（
昭
和
四
五
年
）

か
ら
ほ
ぼ
一
〇
年
ご
と
に
三
回
ほ
ど
過
疎
振
興
計

画
を
策
定
し
て
き
ま
し
た
が
、
少
子
高
齢
化
の
波

を
ま
と
も
に
受
け
、
若
者
の
流
出
も
止
ま
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

こ
の
こ
と
に
関
係
し
て
、
大
和
田
さ
ん
は
群
馬

県
川
場
村
が
ヒ
ン
ト
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
例

示
し
ま
し
た
。

群
馬
県
川
場
村
は
面
積
八
五
・
三
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
約
八
八
％
を
山
林
が
占
め
る
人
口
三
五
一

七
人
（
平
成
二
六
年
一
月
一
日
）
の
村
で
す
が
、

一
九
七
一
年
（
昭
和
四
六
）
に
過
疎
指
定
を
受
け

ま
し
た
が
、
九
五
年
（
平
成
七
年
）
以
降
人
口
減

少
が
緩
や
か
に
な
り
、
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
一
二

年
）
に
は
過
疎
指
定
を
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

経
過
と
取
り
組
み
を
、
都
市
と
山
村
が
マ
ッ
チ
ン

グ
し
た
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

人
々
が
生
き
て
ゆ
く
た
め
に
必
要
な
条
件
と
し

て
、
子
育
て
・
仕
事
・
医
療
等
が
あ
り
ま
す
が
、

報
告
を
お
願
い
し
た
奥
多
摩
町
議
員
の
師
岡
さ

ん
が
選
挙
直
後
で
日
程
が
合
わ
な
か
っ
た
た
め
、

ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
と
し
て
財
政
研
代
表
の
大
和
田

さ
ん
が
「
奥
多
摩
町
の
概
況
」
な
ど
を
語
り
ま
し

た
。
な
お
、
本
番
の
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さ
ん
の
報
告
は
、
年
明

け
二
月
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日
に
予
定
し
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ま
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。
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は
東
京
都
の
面
積
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分
の
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ほ
ど

と
な
る
二
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五
・
六
平
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キ
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メ
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ト
ル
の
広
大

な
面
積
を
有
し
、
人
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は
平
成
二
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年
国
勢
調
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で
六
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五
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、
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人
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一
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六
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八
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総
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に
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割
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を
見
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と
、
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二
六
年
一
月
一
日
は
「
〇
歳
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一
四
歳
の
年

少
人
口
が
六
・
三
三
％
で
、
多
摩
地
域
の
平
均
一

二
・
八
三
％
の
半
分
で
す
。
「
一
五
歳
～
六
四
歳

の
生
産
年
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人
口
」
は
四
八
・
八
二
％
で
、
多
摩

地
域
平
均
は
六
四
・
五
六
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で
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。
そ
し
て
「
六

五
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以
上
の
老
年
人
口
」
は
四
四
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八
五
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で
、

多
摩
地
域
平
均
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・
六
一
％
の
二
倍
に
な
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て

い
ま
す
。

奥
多
摩
町
の
昭
和
三
五
年
か
ら
平
成
二
二
年
に

か
け
て
の
「
〇
歳
～
一
四
歳
」
人
口
の
減
少
率
は

八
八
・
九
％
に
も
な
り
、
平
成
二
六
年
の
年
間
出

生
数
は
一
五
人
で
し
た
（
死
亡
は
一
九
五
人
）
。

こ
う
し
た
年
齢
別
人
口
構
成
の
歪
み
は
、
若
い

人
が
住
み
に
く
い
、
流
出
し
や
す
い
環
境
を
示
し

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

奥
多
摩
町
で
は
一
九
七
〇
年
代
（
昭
和
四
五
年
）

か
ら
ほ
ぼ
一
〇
年
ご
と
に
三
回
ほ
ど
過
疎
振
興
計

画
を
策
定
し
て
き
ま
し
た
が
、
少
子
高
齢
化
の
波

を
ま
と
も
に
受
け
、
若
者
の
流
出
も
止
ま
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

こ
の
こ
と
に
関
係
し
て
、
大
和
田
さ
ん
は
群
馬

県
川
場
村
が
ヒ
ン
ト
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
例

示
し
ま
し
た
。

群
馬
県
川
場
村
は
面
積
八
五
・
三
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
約
八
八
％
を
山
林
が
占
め
る
人
口
三
五
一

七
人
（
平
成
二
六
年
一
月
一
日
）
の
村
で
す
が
、

一
九
七
一
年
（
昭
和
四
六
）
に
過
疎
指
定
を
受
け

ま
し
た
が
、
九
五
年
（
平
成
七
年
）
以
降
人
口
減

少
が
緩
や
か
に
な
り
、
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
一
二

年
）
に
は
過
疎
指
定
を
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

経
過
と
取
り
組
み
を
、
都
市
と
山
村
が
マ
ッ
チ
ン

グ
し
た
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

人
々
が
生
き
て
ゆ
く
た
め
に
必
要
な
条
件
と
し

て
、
子
育
て
・
仕
事
・
医
療
等
が
あ
り
ま
す
が
、
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川
場
村
は
東
京
の
世
田
谷
区
と
単
な
る
姉
妹
都
市

を
超
え
た
「
縁
組
協
定
」
を
締
結
し
、
区
民
と
村

民
の
対
等
の
証
し
と
し
て
「
（
株
）
世
田
谷
川
場

ふ
る
さ
と
公
社
」
を
設
立
し
、
協
定
締
結
か
ら
約

三
〇
年
間
様
々
な
取
り
組
み
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

同
公
社
の
職
員
は
平
成
二
七
年
四
月
現
在
三
四
名

で
、
ほ
ぼ
村
内
か
ら
雇
用
と
な
っ
て
い
る
。
相
互

交
流
事
業
は
農
産
物
の
案
内
に
も
拡
大
し
、
今
で

は
世
田
谷
区
民
に
と
っ
て
川
場
村
は
小
学
五
年
生

に
な
っ
た
ら
必
ず
林
間
学
校
に
行
く
「
第
二
の
ふ

る
さ
と
」
に
近
い
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
る
…
と
い
っ

た
趣
旨
の
報
告
で
し
た
。
（
日
経
グ
ロ
ー
カ
ル
Ｎ

Ｏ
二
七
六

二
〇
一
五
年
九
月
二
一
日
号
に
詳
細
記

事
）
し
か
し
、
大
和
田
さ
ん
は
ま
た
従
来
の
過
疎

振
興
策
で
は
語
れ
な
い
奥
多
摩
町
の
特
殊
性
に
も

言
及
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
東
京
都
の
水
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

あ
る
東
京
都
の
水
源
林
・
小
河
内
ダ
ム
の
存
在
で

す
。多

摩
川
の
上
流
の
水
資
源
に
つ
い
て
は
、
古
く

は
江
戸
時
代
か
ら
保
護
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
奥
多

摩
の
う
っ
そ
う
と
し
た
森
林
地
帯
が
東
京
の
水
を

支
え
て
き
た
の
で
す
。
東
京
府
・
東
京
市
は
一
九

〇
一
年
か
ら
水
道
水
源
地
の
荒
廃
を
憂
え
て
、
山

梨
県
下
の
森
林
を
含
め
、
奥
多
摩
の
森
林
を
譲
り

受
け
、
積
極
的
な
水
源
か
ん
養
林
の
経
営
に
着
手

し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
長
い
経
過
か
ら
、
奥
多
摩
町
は
水
問

題
を
解
決
す
る
と
い
う
現
在
の
東
京
都
の
大
き
な

施
策
の
下
に
従
属
し
て
、
奥
多
摩
町
と
し
て
の
自

主
性
・
主
体
性
を
十
分
に
発
揮
で
き
ず
に
今
日
ま

で
来
た
の
で
は
な
い
か
、
と
指
摘
し
ま
し
た
。

奥
多
摩
町
の
財
政
を
見
る
と
、
平
成
二
五
年
類
似

団
体
カ
ー
ド
で
は
、
過
疎
の
町
に
は
奇
異
に
感
じ

る
ほ
ど
の
大
き
な
歳
入
規
模
と
東
京
都
支
出
金
を

持
っ
て
お
り
、
豊
か
な
財
政
の
実
態
が
あ
る
、
と

言
い
ま
す
。

歳
入
規
模
は
住
民
一
人
当
り
約
一
〇
九
万
円
で
、

九
〇
団
体
ほ
ど
あ
る
全
国
の
類
似
団
体
平
均
の
約

七
〇
万
円
と
比
べ
て
三
割
増
し
。
そ
の
中
身
を
見

る
と
都
道
府
県
支
出
金
が
約
四
九
・
九
万
円
で
全

国
類
団
の
約
五
・
五
万
円
の
約
九
倍
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
東
京
都
の
「
水
源
か
ん

養
林
」
を
抱
え
て
い
る
結
果
だ
ろ
う
、
と
言
い
ま

す
。歳

出
で
見
る
と
一
人
当
り
物
件
費
が
約
二
五
万

円
で
と
て
つ
も
な
く
大
き
く
、
人
件
費
の
約
一
六
・

一
万
円
さ
え
超
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
類
団
平
均

の
物
件
費
は
約
九
・
五
万
円
で
す
の
で
、
こ
ち
ら

は
二
倍
強
。
委
託
料
を
中
心
と
す
る
奥
多
摩
町
の

物
件
費
の
中
身
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
、

と
も
言
い
ま
し
た
。

ま
た
奥
多
摩
町
民
の
一
人
当
り
積
立
金
も
約
五

八
・
五
万
円
で
、
類
団
は
約
三
四
・

七
万
円
。

他
方
、
地
方
債
現
在
高
は
約
四
五
・
八
万
円
で
、

類
団
は
約
六
三
・
六
万
円
。
積
立
は
多
く
、
借
金

は
少
な
い
。

こ
う
し
た
点
か
ら
、
奥
多
摩
町
は
財
政
規
模
が

大
き
く
豊
か
な
の
に
、
地
方
創
生
に
つ
な
が
る
施

策
の
成
果
が
上
が
っ
て
い
な
い
。
過
疎
化
が
止
ま

ら
ず
、
若
者
が
逃
げ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

財
政
の
大
き
さ
が
東
京
都
全
体
の
水
問
題
を
解

決
す
る
施
策
に
よ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
都
全

体
に
奉
仕
し
て
る
と
言
え
て
も
、
奥
多
摩
町
民
に

は
役
立
っ
て
い
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
奥
多

摩
町
が
ど
の
よ
う
に
自
主
性
・
主
体
性
を
回
復
し

て
、
地
方
創
生
を
遂
げ
て
い
く
の
か
。
そ
れ
が
課

題
だ
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
国
で
ま
と
ま
り
つ
つ
あ
る
地
方
創

生
の
計
画
づ
く
り
で
、
出
生
率
の
目
標
を
競
い
合

う
「
産
め
よ
増
や
せ
よ
」
が
共
通
し
た
目
標
設
定

に
な
っ
て
い
た
り
、
産
む
前
に
ま
ず
結
婚
が
必
要

と
、
男
女
の
出
会
い
の
場
の
創
出
を
…
と
か
が
議

論
さ
れ
て
い
る
、
と
い
っ
た
実
態
な
ど
が
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

次
回
は
、
奥
多
摩
町
の
師
岡
伸
公
さ
ん
を
迎
え
、

二
〇
一
六
年
二
月
六
日
（
土
）
一
四
時
に
開
催
し

ま
す
。

（
伊
藤

栄
一
）

川
場
村
は
東
京
の
世
田
谷
区
と
単
な
る
姉
妹
都
市

を
超
え
た
「
縁
組
協
定
」
を
締
結
し
、
区
民
と
村

民
の
対
等
の
証
し
と
し
て
「
（
株
）
世
田
谷
川
場

ふ
る
さ
と
公
社
」
を
設
立
し
、
協
定
締
結
か
ら
約

三
〇
年
間
様
々
な
取
り
組
み
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

同
公
社
の
職
員
は
平
成
二
七
年
四
月
現
在
三
四
名

で
、
ほ
ぼ
村
内
か
ら
雇
用
と
な
っ
て
い
る
。
相
互

交
流
事
業
は
農
産
物
の
案
内
に
も
拡
大
し
、
今
で

は
世
田
谷
区
民
に
と
っ
て
川
場
村
は
小
学
五
年
生

に
な
っ
た
ら
必
ず
林
間
学
校
に
行
く
「
第
二
の
ふ

る
さ
と
」
に
近
い
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
る
…
と
い
っ

た
趣
旨
の
報
告
で
し
た
。
（
日
経
グ
ロ
ー
カ
ル
Ｎ

Ｏ
二
七
六

二
〇
一
五
年
九
月
二
一
日
号
に
詳
細
記

事
）
し
か
し
、
大
和
田
さ
ん
は
ま
た
従
来
の
過
疎

振
興
策
で
は
語
れ
な
い
奥
多
摩
町
の
特
殊
性
に
も

言
及
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
東
京
都
の
水
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

あ
る
東
京
都
の
水
源
林
・
小
河
内
ダ
ム
の
存
在
で

す
。多

摩
川
の
上
流
の
水
資
源
に
つ
い
て
は
、
古
く

は
江
戸
時
代
か
ら
保
護
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
奥
多

摩
の
う
っ
そ
う
と
し
た
森
林
地
帯
が
東
京
の
水
を

支
え
て
き
た
の
で
す
。
東
京
府
・
東
京
市
は
一
九

〇
一
年
か
ら
水
道
水
源
地
の
荒
廃
を
憂
え
て
、
山

梨
県
下
の
森
林
を
含
め
、
奥
多
摩
の
森
林
を
譲
り

受
け
、
積
極
的
な
水
源
か
ん
養
林
の
経
営
に
着
手

し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
長
い
経
過
か
ら
、
奥
多
摩
町
は
水
問

題
を
解
決
す
る
と
い
う
現
在
の
東
京
都
の
大
き
な

施
策
の
下
に
従
属
し
て
、
奥
多
摩
町
と
し
て
の
自

主
性
・
主
体
性
を
十
分
に
発
揮
で
き
ず
に
今
日
ま

で
来
た
の
で
は
な
い
か
、
と
指
摘
し
ま
し
た
。

奥
多
摩
町
の
財
政
を
見
る
と
、
平
成
二
五
年
類
似

団
体
カ
ー
ド
で
は
、
過
疎
の
町
に
は
奇
異
に
感
じ

る
ほ
ど
の
大
き
な
歳
入
規
模
と
東
京
都
支
出
金
を

持
っ
て
お
り
、
豊
か
な
財
政
の
実
態
が
あ
る
、
と

言
い
ま
す
。

歳
入
規
模
は
住
民
一
人
当
り
約
一
〇
九
万
円
で
、

九
〇
団
体
ほ
ど
あ
る
全
国
の
類
似
団
体
平
均
の
約

七
〇
万
円
と
比
べ
て
三
割
増
し
。
そ
の
中
身
を
見

る
と
都
道
府
県
支
出
金
が
約
四
九
・
九
万
円
で
全

国
類
団
の
約
五
・
五
万
円
の
約
九
倍
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
東
京
都
の
「
水
源
か
ん

養
林
」
を
抱
え
て
い
る
結
果
だ
ろ
う
、
と
言
い
ま

す
。歳

出
で
見
る
と
一
人
当
り
物
件
費
が
約
二
五
万

円
で
と
て
つ
も
な
く
大
き
く
、
人
件
費
の
約
一
六
・

一
万
円
さ
え
超
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
類
団
平
均

の
物
件
費
は
約
九
・
五
万
円
で
す
の
で
、
こ
ち
ら

は
二
倍
強
。
委
託
料
を
中
心
と
す
る
奥
多
摩
町
の

物
件
費
の
中
身
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
、

と
も
言
い
ま
し
た
。

ま
た
奥
多
摩
町
民
の
一
人
当
り
積
立
金
も
約
五

八
・
五
万
円
で
、
類
団
は
約
三
四
・

七
万
円
。

他
方
、
地
方
債
現
在
高
は
約
四
五
・
八
万
円
で
、

類
団
は
約
六
三
・
六
万
円
。
積
立
は
多
く
、
借
金

は
少
な
い
。

こ
う
し
た
点
か
ら
、
奥
多
摩
町
は
財
政
規
模
が

大
き
く
豊
か
な
の
に
、
地
方
創
生
に
つ
な
が
る
施

策
の
成
果
が
上
が
っ
て
い
な
い
。
過
疎
化
が
止
ま

ら
ず
、
若
者
が
逃
げ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

財
政
の
大
き
さ
が
東
京
都
全
体
の
水
問
題
を
解

決
す
る
施
策
に
よ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
都
全

体
に
奉
仕
し
て
る
と
言
え
て
も
、
奥
多
摩
町
民
に

は
役
立
っ
て
い
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
奥
多

摩
町
が
ど
の
よ
う
に
自
主
性
・
主
体
性
を
回
復
し

て
、
地
方
創
生
を
遂
げ
て
い
く
の
か
。
そ
れ
が
課

題
だ
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
国
で
ま
と
ま
り
つ
つ
あ
る
地
方
創

生
の
計
画
づ
く
り
で
、
出
生
率
の
目
標
を
競
い
合

う
「
産
め
よ
増
や
せ
よ
」
が
共
通
し
た
目
標
設
定

に
な
っ
て
い
た
り
、
産
む
前
に
ま
ず
結
婚
が
必
要

と
、
男
女
の
出
会
い
の
場
の
創
出
を
…
と
か
が
議

論
さ
れ
て
い
る
、
と
い
っ
た
実
態
な
ど
が
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

次
回
は
、
奥
多
摩
町
の
師
岡
伸
公
さ
ん
を
迎
え
、

二
〇
一
六
年
二
月
六
日
（
土
）
一
四
時
に
開
催
し

ま
す
。

（
伊
藤

栄
一
）
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〝
今
〟
の
生
き
方

堀
尾
輝
久
氏
に
よ
る
本
書
は
、
こ
の
現

代
を
生
き
て
い
る
我
々
に
対
し
て
の
問
題

提
起
で
あ
り
、
認
識
の
た
め
の
新
た
な
視

点
で
あ
り
、
共
生
と
い
う
生
き
方
の
紹
介

で
す
。

副
題
に
も
使
わ
れ
て
い
る
地
球
時
代
と

い
う
言
葉
は
、
歴
史
的
な
視
点
で
見
た
時

代
区
分
の
一
つ
で
す
が
、
こ
の
背
景
に
あ

る
の
は
一
貫
し
た
歴
史
に
対
す
る
敬
意
と

現
状
へ
の
シ
ビ
ア
な
認
識
、
そ
し
て
未
来

へ
の
責
任
で
す
。
本
文
中
で
は
「
地
球
上

に
存
在
す
る
す
べ
て
の
も
の
が
一
つ
の
絆

に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
と
い
う
感
覚
更

に
認
識
が
、
地
球
規
模
で
広
が
り
、
共
有

さ
れ
て
い
く
時
代
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

こ
の
〝
す
べ
て
〟
と
い
う
言
葉
は
時
間
や

空
間
を
超
越
し
ま
す
。
つ
ま
り
視
点
を
過

去
に
飛
ば
し
、
戦
争
や
貧
困
、
環
境
問
題

に
よ
る
死
者
を
心
に
刻
み
、
そ
の
上
で
共

に
生
き
る
と
い
う
感
覚
で
あ
り
、
現
代
に

存
在
す
る
宗
教
的
文
化
的
多
様
性
と
、
そ

の
違
い
の
許
容
、
そ
し
て
重
要
と
な
る
の

が
、
未
来
と
一
つ
に
な
る
こ
と
で
す
。
今

を
生
き
る
私
達
の
行
動
は
、
様
々
な
影
響

を
未
来
に
及
ぼ
し
ま
す
。
死
者
と
共
に
生

き
、
隣
人
と
の
違
い
を
受
け
入
れ
る
我
々

は
、
自
分
の
子
孫
に
、
あ
る
い
は
地
球
の

外
か
ら
見
た
惑
星
と
い
う
一
つ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
、
ど
の
よ
う
な
物
を
残
せ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
地
球
時
代
を
英
語
の

「g
l
o
b
a
l

a
g
e

」
あ
る
い
は
、
フ
ラ
ン
ス

語
の
「l'ère

planétaire

」
（
レ
ー
ル
・

プ
ラ
ネ
テ
ー
ル
）
と
表
現
し
、
捉
え
て
い

ま
す
が
、
私
は
こ
こ
に
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の

黄
金
時
代
「g

o
l
d
e
n

a
g
e

」
を
感
じ
ま
し

た
。
世
界
が
調
和
と
平
和
に
満
ち
人
は
安

ら
か
に
生
き
て
い
た
こ
の
時
代
は
、
理
想

郷
の
神
話
の
一
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
同

時
に
再
び
人
類
が
迎
え
る
こ
と
を
望
ん
で

い
る
、
実
現
し
た
い
〝
時
代
〟
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

（
松
川

遥
）

〝
今
〟
の
生
き
方

堀
尾
輝
久
氏
に
よ
る
本
書
は
、
こ
の
現

代
を
生
き
て
い
る
我
々
に
対
し
て
の
問
題

提
起
で
あ
り
、
認
識
の
た
め
の
新
た
な
視

点
で
あ
り
、
共
生
と
い
う
生
き
方
の
紹
介

で
す
。

副
題
に
も
使
わ
れ
て
い
る
地
球
時
代
と

い
う
言
葉
は
、
歴
史
的
な
視
点
で
見
た
時

代
区
分
の
一
つ
で
す
が
、
こ
の
背
景
に
あ

る
の
は
一
貫
し
た
歴
史
に
対
す
る
敬
意
と

現
状
へ
の
シ
ビ
ア
な
認
識
、
そ
し
て
未
来

へ
の
責
任
で
す
。
本
文
中
で
は
「
地
球
上

に
存
在
す
る
す
べ
て
の
も
の
が
一
つ
の
絆

に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
と
い
う
感
覚
更

に
認
識
が
、
地
球
規
模
で
広
が
り
、
共
有

さ
れ
て
い
く
時
代
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

こ
の
〝
す
べ
て
〟
と
い
う
言
葉
は
時
間
や

空
間
を
超
越
し
ま
す
。
つ
ま
り
視
点
を
過

去
に
飛
ば
し
、
戦
争
や
貧
困
、
環
境
問
題

に
よ
る
死
者
を
心
に
刻
み
、
そ
の
上
で
共

に
生
き
る
と
い
う
感
覚
で
あ
り
、
現
代
に

存
在
す
る
宗
教
的
文
化
的
多
様
性
と
、
そ

の
違
い
の
許
容
、
そ
し
て
重
要
と
な
る
の

が
、
未
来
と
一
つ
に
な
る
こ
と
で
す
。
今

を
生
き
る
私
達
の
行
動
は
、
様
々
な
影
響

を
未
来
に
及
ぼ
し
ま
す
。
死
者
と
共
に
生

き
、
隣
人
と
の
違
い
を
受
け
入
れ
る
我
々

は
、
自
分
の
子
孫
に
、
あ
る
い
は
地
球
の

外
か
ら
見
た
惑
星
と
い
う
一
つ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
、
ど
の
よ
う
な
物
を
残
せ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
地
球
時
代
を
英
語
の

「g
l
o
b
a
l

a
g
e

」
あ
る
い
は
、
フ
ラ
ン
ス

語
の
「l'ère

planétaire

」
（
レ
ー
ル
・

プ
ラ
ネ
テ
ー
ル
）
と
表
現
し
、
捉
え
て
い

ま
す
が
、
私
は
こ
こ
に
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の

黄
金
時
代
「g

o
l
d
e
n

a
g
e

」
を
感
じ
ま
し

た
。
世
界
が
調
和
と
平
和
に
満
ち
人
は
安

ら
か
に
生
き
て
い
た
こ
の
時
代
は
、
理
想

郷
の
神
話
の
一
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
同

時
に
再
び
人
類
が
迎
え
る
こ
と
を
望
ん
で

い
る
、
実
現
し
た
い
〝
時
代
〟
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

（
松
川

遥
）
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『未来をつくる君達へ
―“地球時代”を
どう生きるか―』

堀尾輝久・著
清流出版、2011年
価格（本体1,700円+税）

『未来をつくる君達へ
―“地球時代”を
どう生きるか―』

堀尾輝久・著
清流出版、2011年
価格（本体1,700円+税）



生
活
者
と
し
て
、
専
門
家
と
し
て

ド
イ
ツ
で
二
〇
年
以
上
暮
ら
す
歴
史
研

究
者
で
も
あ
り
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
日
本

人
国
際
学
校
事
務
局
長
で
も
あ
る
著
者
が
、

ド
イ
ツ
の
過
去
を
「
記
憶
す
る
＝
心
に
刻

む
」
取
り
組
み
に
つ
い
て
書
い
た
の
が
こ

の
本
で
す
（
肩
書
は
本
書
に
よ
る
）
。

第
三
帝
国
の
時
代
と
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の

記
憶
、
戦
後
の
東
西
ド
イ
ツ
の
歴
史
認
識

の
ギ
ャ
ッ
プ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
フ
ラ
ン
ス

と
の
共
通
歴
史
教
育
教
材
の
作
成
、
大
量

か
つ
多
様
な
移
民
と
ド
イ
ツ
社
会
が
ど
の

よ
う
な
記
憶
を
共
有
し
て
い
く
の
か
、
と

い
っ
た
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
記
憶
の
文

化
」
が
持
つ
幅
広
さ
を
描
く
と
い
う
、
あ

る
種
「
欲
張
り
な
本
」
と
い
う
気
も
し
ま

す
。も

っ
と
も
、
平
易
で
丁
寧
な
文
章
で
、

「
記
憶
」
を
入
り
口
に
し
た
ド
イ
ツ
社
会

入
門
の
よ
う
に
読
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

私
は
、
二
〇
一
一
年
に
ド
イ
ツ
で
兵
役
及

び
兵
役
拒
否
と
し
て
の
「
社
会
奉
仕
」

（Z
i
v
i

）
が
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
知
ら

ず
、
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

日
本
で
ド
イ
ツ
の
「
記
憶
」
と
い
え
ば
、

歴
史
認
識
や
教
育
を
日
本
と
比
較
し
て
、

〝
ド
イ
ツ
は
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
〟

と
い
う
話
が
多
く
、
そ
れ
は
そ
れ
で
必
要

で
す
が
、
ド
イ
ツ
社
会
に
お
け
る
「
記
憶
」

を
め
ぐ
る
葛
藤
や
模
索
を
、
歴
史
研
究
者

で
あ
り
ド
イ
ツ
に
生
き
る
生
活
者
と
い
う

視
点
か
ら
描
い
て
い
る
の
が
こ
の
本
の
特

徴
で
す
。

そ
れ
ゆ
え
、
連
邦
国
家
で
あ
る
ド
イ
ツ

で
は
、
教
育
の
権
限
が
州
に
あ
り
、
あ
る

い
は
学
校
で
授
業
を
行
う
教
員
が
教
科
書

を
選
ぶ
こ
と
、
地
域
の
過
去
と
結
び
つ
け

て
歴
史
を
教
え
る
こ
と
の
必
要
性
な
ど
、

地
方
自
治
が
根
付
い
て
い
る
現
地
の
様
子

も
、
自
然
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
歴
史
、

移
民
、
教
育
…
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
ド
イ

ツ
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

地
方
の
小
都
市
、
ビ
ー
ベ
ラ
ッ
ハ
市
で
、

井
上
ひ
さ
し
『
父
と
暮
せ
ば
』
の
朗
読
劇

か
ら
、
原
発
を
含
ん
だ
核
の
問
題
を
人
類

全
体
の
記
憶
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
話

な
ど
、
考
え
る
べ
き
こ
と
が
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。

（
神
子
島

健
）
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『忘却に抵抗するドイツ
― 歴史教科書から「記憶の文化」へ』

岡 裕人・著
大月書店、2012年
価格（本体1,800円+税）

『忘却に抵抗するドイツ
― 歴史教科書から「記憶の文化」へ』

岡 裕人・著
大月書店、2012年
価格（本体1,800円+税）







縁
が
あ
り
、

六
月
末
か
ら
多

摩
研
事
務
局
で

お
世
話
に
な
り

半
年
の
月
日
が

流
れ
ま
し
た
。
何
度
か
記
事
に
名
前
は
出

さ
せ
て
頂
い
た
も
の
の
、
き
ち
ん
と
し
た

ご
挨
拶
は
紙
面
の
都
合
で
し
て
お
ら
ず
、

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
編
集
作
業
と
並
行

し
ま
し
て
、
緑
の
風
が
ど
う
や
っ
た
ら
Ｗ

Ｅ
Ｂ
で
見
や
す
く
な
る
か
を
ま
だ
ま
だ
先

で
は
あ
り
ま
す
が
、
鋭
意
企
画
中
で
す
。

あ
ら
た
め
ま
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
編
集
部

松
川

遥
）
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・よく分かる市町村財政分析基礎講座
◇講師 大和田一紘 石山 雄貴

◇期日 2016年1月26日（火）,27日（水）

◇時間 1日目 午後1時～午後7時30分、2日目 午前9時15分～午後3時

◇会場 たましんＲＩＳＵＲＵホール （℡ 042-526-1311）

＊ＪＲ中央線・立川駅南口徒歩13分。東京駅―立川駅は中央特快39分、快速56分

◇受講料 24,150円（割引あり、消費税込）

・第２４回 議員の学校 世界と日本の情勢をつかみ、自治体・議会の役割を学び合う
～どうする？どうなる！地域と住民の暮らし～

◇講師 中嶋信 森裕之 橋本輝夫 神田敏史 石川満 池上洋通

◇期日 2016年2月12日（金）,13日（土）

◇時間 1日目午後13時～午後6時15分（その後食事・交流会）

2日目午前9時15分～午後3時40分

◇会場 たましんＲＩＳＵＲＵホール （℡ 042-526-1311）

＊ＪＲ中央線・立川駅南口徒歩13分。東京駅―立川駅は中央特快39分、快速56分

◇受講料 28,000円 （割引あり、消費税込）

多摩住民自治研究所
１１月の活動

・ 2日(月)教育座談会

・ 8日(日).9日（月）Excel講座歳入編

・13日(金)事務局会議

・16日(金)緑の風編集委員会

・21日(土)組織財政会議

・27日(金)ステップアップ＆Excel講座発送

・28日(土)財政研究会 事業企画会議

・30日(月)緑の風印刷帳合発送

◆財政研究会

「地方創生～奥多摩町～」

2016年2月6日（土）
14：00～
多摩研事務局にて
報告者 : 師岡伸公（奥多摩町議員）

誠に勝手ながら、多摩住民自治研究所は、2015年12月29日から2016年1月4日まで、年末

年始休業を頂きます。ご迷惑をおかけしまして、申し訳ありません。


